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三浦海岸共同生活～共生社会の実現に向けて④～ 

　８月２５日（日）から２７日（火）にかけて「三浦海岸共同生活」が行われ、本校から中学部２年生の
６名が参加しました。本事業は、２０１５年度から文部科学省の受託事業「インクルーシブ教育システム
構築モデル地域事業」の一環として、附属学校群の児童生徒が様々な交流活動を通して互いを理解しなが
ら成長する学びの場の提供を目的に企画したものです。昨年度までは、長野県の黒姫高原で行っていまし
たが、今年度から山から海へと交流の場を移したことで、本校生徒にとっても貴重な経験となりました。
附属11校全てが参加した今回の共同生活では、恒例の野外炊事、シーカヤックや砂の造形ワークショップ
といった海の活動やクラフト制作、館内ウォークラリーなど盛りだくさんの企画を楽しんだ様子です。海
での活動ということで今回は小学部の参加を見送りましたが、次年度からは本校児童が参加できる企画の
提案を積極的に行っていきます。

　　　　
つくばデイキャンプ～共生社会の実現に向けて⑤～ 

　８月２７日（火）、筑波大学体育専門学群の敷地にある「野生の森」
野外活動広場でアダプテッドスポーツ研究室の学生、つくば国際スポー
ツアカデミー（TIAS）留学生、附属坂戸高校、本校高等部による合同デ
イキャンプが行われました。３年目となるこの企画は、筑波大学の学生
が中心となって活動を準備し、坂戸生と大塚生が参加するという交流で
す。生徒たちは、ネーチャーゲームや自然体験を通して仲間関係を深めて
いきました。
　２０年以上も続く高等部と附属坂戸高校との交流は、「介護福祉基
礎」「体育を科学する」という授業を選択する生徒と本校生徒が考案し
たアダプテッド・スポーツによる交流を行います。高校生にとっては、将
来の職業観に大きく影響するきっかけを大塚の生徒が与えているようで
す。大塚の生徒たちにとっても高校生との交流を通して自尊感情を育むよ
い機会となっています。

　附属大塚 学校だより 

本校は、世界最高水準の知的障害教育を目指します。
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９月の予定　 
　２日（月）二学期始業式　引き渡し訓練　
　３日（火）発育測定（幼小）
　　　　　　短縮日課　11:15／11:30下校
　４日（水）給食開始
　　　　　　通常日課開始
　　　　　　筑波大学教育実習～26日（木）
　５日（木）スマイル（高）
　　　　　　学校休業（中）７日登校日の振替
　６日（金）スマイル（中）
　　　　　　進路学習会（小）会議室
　　　　　　保護者会　13:30下校
　７日（土）附属高校交流（中）桐陰祭参加
　９日（月）合同朝会
１０日（火）学校説明会（幼小）
１１日（水）学校説明会（中高）
　　　　　　小学部３～6年15:00下校開始　
１２日（木）邦楽鑑賞（高）プレイルーム
　　　　　　介護等体験（小）
１３日（金）プール活動②（小）
　　　　　　介護等体験（小）

１６日（月）敬老の日
１７日（火）陸上練習①（中）
１８日（水）にこにこ広場⑦教育相談（幼）
１９日（木）ミニ避難訓練（火災）
２０日（金）第二次現場実習壮行式（高）
　　　　　　  第二次：高等部１・３年
２１日（土）～２３日（月）
　　　　　　教員研修：日本特殊教育学会第57会大会参加
２４日（火）英会話（中）ALT来校
　　　　　　第二次現場実習開始～10月4日（金）
２５日（水）にこにこ広場⑧教育相談（幼）
　　　　　　介護等体験（幼）
２６日（木）筑波大学教育実習終了
　　　　　　介護等体験（小）
２７日（金）プール活動③（小）
　　　　　　介護等体験（幼小）
３０日（月）合同朝会
　　　　　　学校説明会（幼）
　　　　　　修学旅行事前検診（中）
　　　　　　

　附属高校「桐陰祭」の参加に向けて　 
　中学部では、平成26年度から附属高校「桐陰
祭」のステージ発表に交流委員の生徒と参加して
きました。7月16日（火）には本校で1回目の交流
会が行われ、合唱や合奏の合同練習をしました。
今年の演目は「やってみよう」の合奏・合唱と
「365日の紙飛行機」の合唱。これまで音楽の授業
で練習した成果を披露します。当日は、中学部の
作業製品の販売や造形作品の展示も行います。ま
た、桐陰祭では、附属高校の生徒と一緒に様々な
催しに参加するもの楽しみの一つです。交流およ
び共同学習は、双方の教育課程に位置付けられ、
継続していくことが大切です。

   9月7日（土）13時～　場所：附属高校育鳳館

　制服検討委員会について　 
　次年度から小学部、中学部、高等部の制服が変
わります。現在、学部主事による制服検討委員会
を立ち上げ、複数業者と交渉しています。制服の決
定ついては、生徒やPTAの意見も取り入れ、みんな
で検討していきたいと考えます。スボンやスカート、
ネクタイ、リボンの色や柄、またエンブレムの製作
も検討しています。６０年の節目を迎える本校が、
教育憲章に掲げる子どもの「主体性」を尊重した
取り組みとして、こうした共同の参画による学校作
りを展開していきます。

　早速、今週は、PTA総務との相談会を行い、中学
部高等部生徒の参画に仕方について話し合います。
どうぞご期待ください。

～引き渡し訓練へのご協力ありがとうございました～　 
　本日、防災訓練がありました。東日本震災から８年が過ぎましたが、各地で地震や自然災害の心配
が続いています。本校では、毎月のミニ避難訓練に加え、9月始業式には、引き渡し訓練を実施して
きました。自力通学をしている生徒も含め、保護者の皆様に生徒の引き取りにご協力いただきありが
とうございました。この機会に改めて学校から自宅の経路の危険箇所や万が一の出来事を想定し、対
処の仕方について確認するようお願いいたします。特に、電車やバスを利用する生徒につきましては、
困った時の連絡方法、助けを求める方法などを話し合うことで、非常時の対応についての備えをして
いきましょう。


